
1. 土と水と緑のプロとして
弊社は，土と水と緑に関する優れた技術を追求し，住み良
い国土の建設と国民の福祉に貢献する「永遠の会社」を目指
すことを企業理念として，昭和 41年に設立されました。
設立以来，その理念に沿って山間部における地すべり，山
崩れ，土石流などの自然災害復旧の調査・設計・施工を行
い，自然な山に戻す業務を行って参りました。
異常気象，温暖化が進む現状から，今後さらに自然環境を
重視した業務を行なう必要があると考え，環境緑化，土壌汚
染・水質汚染防止技術および森林整備等地球温暖化防止技術
の研究に力を入れて技術研究開発を行なってきました。
これらの業務を通し「土と水と緑」を総合評価しその技術
を地元住民・自然環境へ還元していることが私達の自慢で
す。
以下に，その一例を紹介します。

2. 森林調査
健全な土と水と緑にするための手法として，森林整備調
査・設計業務があります。森林整備調査では，対象地に生育
している植物種のみでなく，植物生育環境を取り巻く土壌，
日照，気象なども考慮して総合的に行なっています。
特に土壌環境の理化学性に関しては，とことん追求して技
術力を高めています。森林が荒廃することにより植物を支え
ている土壌は理化学性のバランスが崩れて，土壌侵食が発生
しています。また，河川から海へと繋がる水系の影響も懸念
されています。これらの複合的な技術を用いて，人工林・里
山林の荒廃の現状打開に反映させ，森林整備調査・設計を行
なっています。

3. 環境緑化事業
現在，法面緑化には生物多様性・外来生物法・周辺植生へ
の配慮が強く求められるようになりました。そこで，設立以
来，行なってきている土木・建設技術・森林調査・土壌調査
の蓄積データを活かし，環境へ配慮した緑化関連の技術研究
開発を行なっています。その技術を元に，特殊土壌である酸
性・アルカリ性土壌での緑化技術向上も図ってます。
さらに，環境緑化の一環として，自生植物種の種子採取を
地元住民の方々と行い，住民参加型の環境緑化を行なうな
ど，地域密着型緑化も行なっています。

4. 環境教育
弊社では，森林調査・環境緑化事業を通して蓄積してきた
森の知識・技術を地元の子供たちと共有するために環境教育

を実施しています。専門用語の多い技術をいかに判り易く伝
えるかがとても大きな壁となりましたが，子供達の楽しそう
な笑顔が見られたときがなによりうれしいひと時となってい
ます。
これからも，「土と水と緑」の技術を追求し，その大切さ
を子供達に伝え，「永遠の社会」を目指して頑張っていきた
いと考えています。
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